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研究成果の概要（和文）：本研究は、大規模な企業データを用いて、グローバル化のようなネットワークの拡大
が経済ショックの波及の経路となること、とは言えネットワークを多様化することで波及の悪影響を軽減できる
ことを示した。また、社会実験・自然実験によって、社会的な接触によって異集団とのつながりを構築し、ネッ
トワークを多様化できることはありうるものの、その効果が常に発発現するわけではないことを示した。

研究成果の概要（英文）：This project found that while inter-firm networks can be a channel of 
propagation of economic shocks, diversification of network partners can mitigate the negative 
propagation effect, using large-scale firm-level datasets. In addition, using social and natural 
experiments, this project revealed that while social contacts may create inter-group networks that 
lead to network diversification, it is not always the case. 

研究分野：応用計量経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、最大で100万社以上の大規模な企業データや独自調査や社会実験による開発途上国における農村世帯
データなどを利用して、学際的な研究手法によって、ネットワークの多様化の要因と影響について様々な新しい
知見を得た。本研究の成果は、サプライチェーンの多様化が経済の強靭性に貢献すること、社会的接触によって
ネットワークの多様化が進む可能性があることなどを示していることから、米中分断などによって反グローバル
化が進もうとする現在、大きな社会的含意があり、多くの書籍、記事、セミナーで社会に向けて発信された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

 

 国際経済学の理論・実証研究の多くは、国際貿易や投資の拡大といった経済のグローバル
化によって各国の平均的な所得レベルが向上することや、そのような効果の経路の１つは
国際的な知識や技術の伝播であることを示してきた。また、同様にネットワーク科学は、自
分が属するグループだけではなく、他のグループの「よそ者」ともつながった「多様性のあ
るネットワーク」が情報や知識の伝播を促し、個人の成果を向上させることを示している。 

 とは言え、研究開始当初には、トランプ米大統領による TPP 離脱やイギリスの EU 離脱
に象徴されるように、近年の世界経済においてむしろグローバル化に対する反発が強まり、
保護主義が台頭してきていた。研究開始後にも、新型コロナウイルスの感染拡大や、米中対
立の激化で、反グローバル化の動きがむしろ強化された。 

 このように、学術的な結論と、社会的・政治的な動きとが整合的でないのは、グローバル
化の影響が十分に分析されていないからなのか、もしくはそもそも人間が本質的に閉鎖的
であり、多様性を受け入れられないからなのか、という問題意識を持ったのが、研究開始当
初の背景である。 

 

２．研究の目的 

 

 以上の問題意識の下、本研究の目的は、（1）グローバル化に代表されるネットワークの多
様化は経済にどのような影響を及ぼすのか、（2）多様なネットワークはどのように構築でき
るのか、という２つの問いを実証的に検証することであった。さらに、そのような学術的な
知見によって、社会的厚生を向上させるための政策形成に対して貢献することも、本研究の
目的であった。  

 

３．研究の方法 

 

 2の研究目的のために、本研究は大きくわけて 2つのサブプロジェクトを設けた。 

① 大規模な企業データによるグローバル化の効果分析 

 このサブプロジェクトでは、日本および世界の大規模な企業レベルデータを利用して、企
業のグローバル化が業績に及ぼす影響を定量的に分析する。特に、ネットワーク構造の違い
によってその影響が異なる可能性を検証する。このテーマでは、シミュレーション科学によ
る分析と計量経済学による分析の両方を行った。 

② 途上国農村における介入によるネットワークの多様化 

 このサブプロジェクトでは、インドネシアでの独自調査、およびエチオピアでの独自調査
と社会実験によって収集した農家世帯データによって、異集団との社会的接触が人々の社
会ネットワークを多様化させたかどうかについて検証した。ここでは、無作為化比較試験
（RCT）による介入や、様々な行動経済学的・社会心理学的な実験を行って、ネットワーク
構造や閉鎖性を計測した上で、計量経済学的な手法で分析を行った。 

 

 



４．研究成果 

 ①のサブプロジェクトでは、100万社以上の日本企業のサプライチェーンを利用したシミ
ュレーション分析で、サプライチェーンを通じて経済ショックが各地に波及していくこと、
その波及効果は非常に大きいこと、波及効果の大きさはネットワーク構造に強く依存する
こと、多様なサプライヤーとつながることでサプライヤーの代替が可能であれば波及効果
を軽減できることなどを見出した。また、プロジェクト途中でコロナ禍や米中分断のために
グローバル・サプライチェーンの途絶が起きたために、輸入の途絶の影響が日本国内のサプ
ライチェーンを通じてどのように波及するかについて分析も行い、やはり大きな影響があ
ること、サプライヤーの代替によって影響を軽減できることを示した。これらは多くの学術
誌に発表されたが、特に Nature Sustainabilityに掲載された論文を含め、2本の論文がWeb of 

Scienceによる引用数トップ 10％に選ばれたことは大きな業績であったと考える。 

 また、世界の上場企業のデータを用いて、災害による経済ショックがグローバル・サプラ
イチェーンを伝わってどのように波及するかについても分析を行った。その結果、国内には
経済ショックが波及するが、海外には必ずしも波及しないこと、国内でもグローバル化した
企業への波及効果は比較的小さいことを見出した。さらに、コロナ禍で収集した企業データ
を用いて、多くの国の企業と取引のある企業はコロナ禍の経済的影響が小さかったことも
見出した。これは、ネットワークをグローバルに多様化することで、経済が強靭になること
を示すものであり、社会的に大きな含意がある。 

 ②のサブプロジェクトでは、インドネシアのスラウェシ島で大地震が起きた後にムスリ
ムとキリスト教徒との助け合いが起き、それによって異宗教集団間の相互認識が改善され
たことを示した。このような結果は、定性的な研究では多く見られていたが、この研究はは
じめて定量的に示したところに大きな学術的意義がある。ただし、このような集団間の相互
認識の改善は常にみられるわけではなく、地震の被害の程度が大きなところでは改善しな
かったなど異質性も見いだされた。また、エチオピア農民を対象にした研究では、エチオピ
ア人が情報を発信した場合にくらべて、日本人が同じ情報を発信した場合にはその情報が
利用される程度が低く、日本人から情報を得ることによって必ずしも異集団に対する認識
が改善しないことが示された。このことは、社会的接触によって多様なネットワークを築く
ことができる可能性を示しつつも、その効果には異質性が大きいことを示唆している。本研
究の結果は、近年反グローバル化の機運が高まっている中で、グローバル化を含めてネット
ワークを多様化していくためにどのような社会的な施策が必要かについて、重要な示唆を
与えることとなった。 

 さらに、①②以外にも、ネットワーク構築の要因と影響について様々なデータを用いて研
究を行った。 

 以上の研究成果の多くは、査読付き国際学術誌に発表された（研究代表者によるものだけ
でも 22本）が、それ以外にも一般向けの書籍 1冊、書籍所蔵の章 6編、新聞・雑誌・ウェ
ブサイトでの論説 42編（英文 9編を含む）、学会・セミナーでの発表 36回、一般向けのセ
ミナー34回（英語によるもの 10回を含む）でも発信された。特に、コロナ禍や米中分断に
よってグローバル・サプライチェーンの途絶が起き、本研究の成果と関連した経済問題に対
する関心が社会で高まり、それに対して時宜を得た社会発信ができたことは大きな意義が
あったと考える。 
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